
貴重図書展示「歳時記“春”」

期間：2022年1月6日（木）～3月31日（木）
場所：総合図書館中百舌鳥１階貴重図書展示ケース

日本
にほん

歳時記
さ い じ き

　刊 大三冊　貞享5年（1688）

五節句飾之巻
ごせっくかざりのまき

　写 一巻

百躰百人一首
ひゃくたいひゃくにんいっしゅ

　　折 二帖　　嘉永元年(1848)

歳時記とは季節に応じた行事や自然現象など

について解説したもの。本書は民間の年中行

事を主としている。編者の貝原好古は『養生

訓』などを著した貝原益軒の甥で、本書も刪

補と序は益軒による。

武家礼式の小笠原流の宗家、小笠原長時とそ

の子貞慶による五節句の飾り物の故実書の写

し。伝書としての形式を持つ。



御菓子
おんかし

雛形
 ひいながた

　写 横一冊

当流節用料理大全
とうりゅうせつようりょうりたいぜん

　刊 大一冊 　正徳4年(1714)

大阪府立大学学術情報センター図書館


